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RADARSAT衛星のアプリケーション利用
Application use for RADARSAT satellite
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RADRSAT衛星シリーズは、1号機で運用から 16年目に入り、2号機で運用から 4年目に入りました。2014年から
2015年、2016年と各年度で、１機ごとに合計 3機を打ち上げる RCM（RADARSAT Constellation Mission）があります。
これまで弊社では、RADARSAT衛星により撮像された画像販売を主に行ってきましたが、2009年以降、合成開口レー

ダ画像からオルソの生産やレーダ強度画像（db値）を用いた農作物の分類や生長判別、InSAR処理等の解析・分析処理
を行ってきました。生産体制の整備と共に今後、これらの付加価値商品の提供を行ってゆきます。
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